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表紙に~1tr
長浜町の財政状況

戸籍事務

選挙結果報告

条例の制定

高齢者いきがい対策

いん1)¥おめーしょん

保健センタ からのお知らせ

国民年金

スクール とひ。つくす①ほか
知っていますかっ水道のこと③

ほか

長浜幼稚園児によるちびっこ防火パレードが開催されました。

年末に向けて火の取り扱いには十分に注意しましょうね!
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長浜町長西田洋一

下i斗
2，500，00。

15 半期(一離会計)

背率鵠，3弘

財政事情の作成及び公表に関する条例により、平成15年

度 9月末現在の長浜町の財政状況を公表します。

歳出の執行状況は、前年同期比 6.5 %減少し、金額で

は 46 7 0万 6千円の減となっています。

歳入についても、前年同期比 11 . 1 %減少し、金額で

は 2億 1734万 6千円の減となっております。

「瓦年度一職金量執行扶坦J (15.9.30現在)

予算額 6，965，229千円
歳入
(収入済額 2，527，391千円圃 36.3%)

予算額 6，965，229円
歳出一
(支出済額 1，968，539千円園 28.3%)
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取入済事費

25{意盟鑓万1千円

平成16年度の供用開始に向けて
工事カず進む長浜中学校給食施設

国民健康保険

槌ーo剖 152干fTJ
叫乾B 収人J斉傾 415，479千円
J轟笠 支出済額 458，489TI'J 

予算額

収入済領

支出済額

住宅新築資金等貸付事業

rh 予算岱、

~医ヘ収入済額
IIn怜石γ 支出済額

3，069千円

土地取得

糧援金子町
二~{;当主収入済額 4，930 TI'J 

(二二汁一千 支出済額 3，088 TI'J 
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支出済制

簡易水道事業
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支出済額

土地区画整理事業

山tι ，: 予貧者百 165，440千円
母子勢pζAミ{ 収入1斉客'~ 2/1，632千円

zι!ifJ可おさき 支出済額 57，546 TI'J 

(※一般会計・特別会計ともに椋越明許告を含んでいます。)
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(15，9冒30現在)

税別収入状況 (単位千円)

税柿別 予算額 収入済額

町 民 干是 224，155 126，387 

固定資産机 373，981 29U ，388 

軽白重力 'Ii税 17，183 17，671 
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闘では、イ主民ザービスの向上と戸籍事務の効率化

宣圏る定ぬ、平戚015隼12月2正問(月)よりコツピ豆一
タ化による運用をスター卜しま曹。

コンビュータ化されると、戸籍の層出、速やかに

処理され、証明書ガ発行之さるように窓りま雪。

主志内容の変更は、決のとおりです。

ヲ段対議
長浜町に本籍のある方のみです。

*戸豪華証明書の名称が変わりま
全員を証明する「戸籍謄本Jが「戸籍の全部事項証明書」に、個人を証明する「戸籍抄本」
が「戸籍の個人事担証明書」にそれぞれ変わりますの

ヲ骨漢誌が変わります

今までのB5版やB4判の縦書きから、 A4判の横書きで記載された証明書に変わり、記録
内容も項日明jになるため大変読みやすく分かりやすくなります。

?を戸籍の文字灯、変わりま9
}1嬉の氏名文字は、「常用漢字JI人名用漢字JIその他国民 1支に通用する文字」で記載し
ます。そのため現在では氏名に使用できないときれる文字はそれに対Lじする正しい宇 (A字)

で記載されます。

黄金までの戸籍lま..。
これまでに使われてきた戸籍は改製原戸籍となり、必要となった場一合には請求していただけ

れば交付を受けられます。

女料金は今ま芝、どおりです

「全部事項証明書J450円 「個人事項証明書J450円 「除籍ー改製原戸籍J7501リ

ごのよう!こ
饗わります。

為品、

議襲撃誉滅多多

移g~伎のヨンピュ←タγステムによる用書記日例
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挙

間7内控票率(小選挙~) 72，40 

10片10日の衆議読解故による第羽田衆議院議員総選挙および最而

裁判所裁判官国民事杏の投票が、 11月9日、町内14の投票所で行わ

れました。

結果 義塾
麿雪

開票作業を行う事務従事者

衆議院議員小選挙区の'Ii1I {J権者数は7，743人(前回平成12年6月より313人減)で、投呆者数は、 5，606人、投票率は

72.40%でした。(比例代去J]i芋、目民審査については別表参照)

また、同日午後9昨から町体育館で、小選挙区、比j'iij代表選挙、国民審査のIIIsで開票が行われました。

なお、小選挙I~ 選挙の各投票所での投票率および、長浜町開票区での各選挙に係る候補者別料票数、政党日IJ 得票数等

は別表のとおりです。

4. 
亡コ

戸

0~ 

小選挙区選挙投票結果

投票区

小選
当日有権者数(人)

ネ士会民主党

公明覚 824

最高裁判断裁判官園長審査

当日有権者数(人) 7，743 
投票率(%) 71.72 
有効票(票) 5，431 
裁判官氏名 lii免を可とする投票数
泉 徳治 121

105 

944 
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この条例l立、町民、事業者および占有者等が一体となって、地域環境の美化や資

源の有効利用を図り、清潔で美しい町づ〈りを目指すものです。

畿自J1:建(屠住者だけで是よく滞在者九通過者も含む〉の
醤さんガ、することは?

①家庭の外で出たごみは持ち帰りましょう。

②住んでいる地域において、お互いに協力し住居周辺の清掃活動に努めましょ

つ。
③ごみ収集場所、その周辺をいつも清潔に保ちましょう。

④飼い犬の汚物処理の用具を持ち、公共の場所などを汚物で汚さないようにし

ましょう。

⑤落書きをしないようにしましょう。

⑥町の施策や事業者、占有者等の活動に協力しましょう。

需幹事業者(酎闘において事業活動費行うすべてのもの)の
皆さんがすることは?

①従業員に対し、ごみの散乱等の防止などについて意識啓発を行うとともに、事業活動を行う周辺や地域の清掃活

動に努めましょう。

②消費者に対し、ごみの散乱等防止についての意識啓発その他必要な措置を行うよう努めましょう。

を飲食料品を販売する事業者(自動販売機を含む)は、飲食料の収納容器を回収して、再資源化に努めましょう。

④町の施策や町民、占有者等の活動に協力しましょう。

争占有者(土地または建物の所有者だけで主主く、使用者百管理者も禽む)の
皆さんガすることは?

①土地や建物周辺を清潔にし、ごみなどが捨てられないように固いの設置など必要な措置を行うようにしましょう。

②町の施策や町民、事業者の活動に協力しましょう。

争盟1ガすることは?
次のようなさまざまな施策の実施にあたり、町民、事業者、占有者等、関係機関・団体に対し、協力を要請しま

すO

Z樹事鱒事嬬苓嘗 ①意識の啓発や広報活動を推進します。
---~-----~-- - ②空き缶等の再資源化を促進します。

③環境パトロールの実施体制を整備します。

④自発的な環境美化活動を支援します。

⑤地域環境美化のため、環境美化推進員を委嘱します。

⑥その他環境美化に関する施策を推進します。

噴砂罰則窓どの規定は?
ポイ捨て禁止違反、犬のふんの放置禁止違反、飲食料品販売事業者の回収容器

設置・管理義務違反、空き地の管理義務違反については、まず必要な指導または

勧告を行います。勧告に従わないときは、再度期限を定めた命令を行います。そ

れで、も従わない人については、過料に処します。
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「長浜野散重富 車の

権処理!こ

この条例lま、放置自動車により生ずる障害を除去することにより、町

民の』快適な生活環境を維持しようとするものです。

争放量自動車とは?

機能の一部または全部を失った状態で公共の場所に放置されてい

る自動車(含む積載物)、単車(原動機付自転車)をいいます。

舎町民の皆さんが替ること怯?

①自動車の般世防止に努め、町の施策に協力しましょう。

φ事業者〈自動車の製造九輸入九販売、整備、

告監の師

J整制定

解体業費行っている重量・闇体)の皆さんガ、することは?

①放置自動車とならないよう啓発、回収その他の措置を行うよう努めましょう。

②町の施策に協力しましょう。

4夢二仁地所有者(使用者、管理者も曾む)の皆さんが三まるごとは?
①その土地に自動車が放置されないよう適切な措置を行うよう努めましょう。

⑦町の施策に協力しましょう。

町ガすることは?

町は、町民および事業者等の協力件制に関する必要な施策を策定し、実施します。

①啓発やその他必要な施策を推進します、

平成16護軍1

部~\(~ ②放置自動車を発見したときは、所有者等を調者し、判明した場介は、

所有者等に対して適切な処理を促します。

7-

(主l所有者等や連格先が不明の場合は、放置自動車廃物判定委員会の判定

を経て、廃物として認定し処分手をしますハ

争罰費目などの規定{ま?

放置の禁止違反について、まず必要な勧告を行います。勧告に従わ

ないときは、再度期限を定めた命令を行いますりそれでも従わない人

については、過料に処します。
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ケ
丘
高
齢
者
総
合
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祉
セ
ン
タ
ー
で
は
¥
今
年
度
よ
り
高
齢
者
の
い

き
が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
¥
さ
ま
ざ
ま
な
「
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

元
気
。
む

ん
体
協
肱

十
月
九
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
苑
)
内
で
、
元
気
ぴ
ん
ぴ
ん

体
操
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
操
は
、
今
年
を
通
し
て
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
川
市
し
く
体
操
を
続
け
て

も
ら
う
こ
と
で
、
心
身
の
健
康
を
維
持

L
、
よ
り
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
、
モ
一
ア
ル
地
区
と
し
て
地
元

柴
地
以
の
ト
四
人
の
方
々
が
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
回
は
、
柔
軟
体
操
を
、
正
に
約
一
時

間
程
度
行
い
、
参
加
μ
自
ら
は
楽
し
み
な

が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
体
操
は
一
年
間
を
通
し

て
紅
週
木
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぴんぴん体操で体をほぐす参加者ら

家
族
介
護
者

や

さ

事

業

十
月
十
一
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
長
浜
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)

内
で
、
家
族
介
若
者
や
す
ら
ぎ
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
ο

こ
の
事
業
は
、
日
ご
ろ
在
宅
で
介
護

を
続
け
ら
れ
て
い
る
方
々
に
、
介
護
者

同
士
の
情
報
交
換
や
入
浴
、
月
替
わ
り

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ニ
ュ
ー
で
安
ら
ぎ

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
〈
事

業
で
す
。

対
象
者
は
、
要
介
護
者
認
定
四
・
五

で
在
宅
で
の
介
護
者
・
介
護
手
当
を
受

け
て
い
る
介
護
者
で
す
。

今
回
は
、
介
川
市
山
者
川
土
の
情
報
費
抑

の
ほ
か
、
歯
科
衛
牛
±
の
井
上
真
南
美

さ
ん
の
、
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
習

が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
今
後
、
介
護
を

し
て
い
く
う
え
で
役
立
て
よ
う
と
凱

に
受
講
し
て
い
ま
し
た

実
抱
白
は
、
毎
月
第
二
上
曜
日
で
す
。

介護についての情却を交換する参加者ら

撃
髄
者
募
集

i

長

浜

ふ

い

パつ
i
ア
切
ブ
事
業

〈
ノ
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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長
浜
町
で
ほ
、
高
齢
者
の
い
き
が
い

対
策
事
業
と

L
て
、
「
福
祉
の
ま
ち
ε

つ

く
り
ト
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に

関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に
参
加
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
l
ア
ヴ
フ
事
業
(
ふ
れ
あ
い
交

8-

流
事
業
)
は
、
参
加
者
が
主
体
と
な
っ

て
「
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
l
マ
に
、
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し

合
い
、
具
体
的
な
活
動
と
各
世
代
相
互

の
交
流
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を

H
的
と

し
て
い
ま
す
の
一

参
加
対
象
者
は
、
長
浜
町
に
お
住
ま

い
の
方
で
、
高
校
生
か
ら
高
齢
者
の
幅

広
い
世
代
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
の

〔
活
動
内
容
例
】

①
福
柾
に
関
す
る
研
修
会
・
意
見
交
換

会②
福
祉
に
関
す
る
町
内
の
視
察
お
よ
び

情
報
収
集
な
ど

③
各
世
代
聞
の
交
流
促
進
な
ど

〔
募
集
人
員
]
十
五
人
程
度

門
申
し
込
み
方
法
〕
左
記
ま
で
電
話
に

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
参

加
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
日
〕
平
成
十
五
年
十
二
月

二
十
六
日
(
金
)

※
第
一
回
目
は
、
二
月
ご
ろ
に
予
定
を

し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

王
子
ケ
任
出
齢
者
総
合
福
祉
七
ン
タ
l

内
(
さ
く
ら
苑
)

「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
事
務
局
(
宮

五
九
|
七

O

こ
ま
で
。

口腔ケアについて熱心に受講する参加者ら
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室統計調査にご協力〈ださい~製造事業所の皆さまへ~ 室長濃密T額品券の

~成削l日昨5年仁工業制統計司調拍紐酌査計剖を剖印l臼叩2
調査の実施に当たつては、本年lロ2月から来年1月にカか、けて調査員がお{伺司いし;まtす 10月26日、本町商庖街で長浜町商品

なお、調査票に記入していただ、いた内容については、統計法に基づき秘密が厳守されます 券の公開抽選会が行われ、次のとおり

ので、正確なご記入をお願いします。
当選番号が決まりました。

一経済産業省 E 愛媛県 E 長浜町一

:ま::~:主将棋恥::~~:::夜明:持制:世話:::.=::::-~:諮語源塙~~::~古摺正常:正:説・詩斑問主主主::~~:固:::::・主 i寸ー

主cpp作戦実施中! ~犯罪子拐のために~

年末は、人、物、金の動きが活発になり、例年事件が多発します。そこで警察では、 11月

l日から12丹31日の間 ICP P作戦jを実施しています。
cpp作戦とは、

C Crime (クライム)…犯罪 P Prevention (ブリベンション)…予防 P Pointers (ポインターズ)…点描

という意味で、警察が民間の防犯組織とともに銀行強盗などの犯罪を予防するために行う

「地域安全活動jのことです。金融機関、コンビニエンスストア等の立ち寄りの強化や自主

防犯対策の促進を働きかけます。

i掛型荘出~~:窃=詰詰出5荘2世担=苅'.._.:均t

室畠E宅蓄がキヤンパス「毅i送差大学?J ~学生募集~

放送大学は、テレピ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。

平成16年度第1学期学部生園大学院棺士科目生学生募集!

[募集期間]教養学部・大学院修士科目生 平成15年12月15日~平成16年2月29日
[募集内容]

[1等] (10，000円分商品券)

下5桁
.14189 ・98681

・96174 ・98864

.96329 

[2等] (3，000円分商品券)

下3桁。 781

[3等] (1，000円分商品券)

下2桁.93 

〈景品交換期限〉

古教養学部 ・全科履修生(4年以上在学し、「学士(教養)Jの学位の取得を目指す学生)・ 平成15年12月17日(水)まで

選科履修生(1年間在学し、希望する科目を履修する学生) ・科目履修生(1学期間 〈景品交換場所〉 長浜町商工会ほか

16カ月」在学し、希望する科目を履修する学生) <<お問い合わせ》 長浜町商工会

。特長 ・「学士(教養)Jの学位が取得できます。(全科履修生)・ 15歳以上であれば、 宮52・0312国 (有)3283まで。
誰でも入学でき、人文・社会・自然・産業等の幅広い分野の科目から学べます。(選科・ F 

科目履修生)・入学試験はありません。 i r ずは .I=tl -f士円
古大学院 修士科目生(1学期間 16カ月」在学し、自分の学習、研究したい科目を選択 i親IτU'1百芋肢 です i
して、 l科目から履修する学生) i ~長浜町立図書館~

。特長・ 18歳以kであれば、誰でも入学できます。(修士科目生) : 書名 著者

[詳しい資料請求圃お問い合わせ先]干790-0826松山市文京町3番放送大学愛媛学習セン :0全国文化展示施設ガイド
ター (7リーダイヤル0120聞864-600:F A X情報サービス043-211-8351: http:/ / www.u-a : 井上 城編

ir.ac.jp/hp)まで。 ; 。北方領土と昭和史

器詩〉糊王m忠誠:話臨時期淑æ繍沼津見諮問訟指王岳部:x:::S::~:::・撒轍::~~~:摂抑詩鴇撒概E話諮恥E王弘恥:::記刊4榊t蜘鞠臨脚3

g ヤε玉誰金轟巌量対策能J主塗幸z渉か9計i戚2立土ιまLJ左εf 
出

電柱等に違法に広告物を掲示し、法外な高金利融資や強引な取り立てを行う悪質な業者に

よる被害が増加し大きな社会問題となっています。この問題に対処するため7月25日、ヤミ

金融対策法が成立し、高金利での貸し付け、無登録営業に関する罰則が大幅に引き上げられ

るなどしました。一般的な貸金業者の貸し付け上限利率は、出資法により年率29.2%となっ

ています。返済方法等の説明や契約書等の交付を行わない業者からは借りないようにしましょ

つ。
[お問い合わせ先1・県経済労働部産業支援局経営支援課fi089・941・2111圃愛媛県警察本部

または最寄りの警察署・四国財務局松山財務事務所B089-941-7185まで。
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日本政経調査会編

O子どもがつくる旬の料理

(1)春夏、 (2)秋-冬

坂本慶子監修

O着る前着た後 キモノのした

く片づけ 笹島寿美

O世界の中心で、愛をさけぶ

一最新情報
片山恭一



近よ〈朝Zす
『トタ寸志Jつ

〔特定保纏間食品(トクF引の紹介
~個人!こ合つ垣健藤づくL)を

このマークを見かけたことはありませんか?

これは、『特定保健用食品』のマークです。特定保健用食品(以下:

トクホ)とは、厚生労働省ガ許可した「特定の疾病に対して保健効

果ガ期待できる食品」のことで、パッケージなどに rooガ気にな
る方1ご適する食品lなどと、効果を表示することガ、できます。
この『トクホ』を上手に利用して、健康づくりに役立てましょう 1

躍トクホは「薬」なの?
A いいえ、食品です。晋通の食品と蛮わりなく、

スパーやコンビニなどで売られています。

クはどんな人ガ食べればいいの?
A 特に、健診などで血糖やコレステロール、血圧が高めと指摘きれた

人や、普段から便秘や貧血ぎみで困ってい奇人などですO もちろん

健康な人も生活福慣病予防を目的に、子どもから大人まで幅広く利

用できます。

トクホの効果や安全性は信頼できるの?
A 効果や安全性に関して、科学的な試験やデータなときまざまな項目をつリアしている食品なので安心

して利用できます。

《特定保鰭用主主品の主怠もの》
一一表示されている内容 | 主 な 成 分 | 主な食言一ー寸

ト血糖値が気になる知一適する食Fιアパ葉ポIjJIノ-)レ、難消化 清涼飲料水、粉末スープなど!い川己 ~)!31 ':j 'cJ b:icOO 性デキストリンなど い R

|ゴしステ口-)レが高めの方に適すキトサン、大豆7こんぱく賀、植物!清涼飲料水、各種力日士食品、調
いる食品 lステ口-)レなど |整豆乳など

I n'n 口 lラクトトリペプチド、社{中葉配糟|
川白庄が高めの方に適する食ロロ | !清涼飯料水せいω !体など l 

〕陪爪調ヱ均与ス合旦 !フラクトオリゴ糖、ガラクトォ川テーブルシユ
ゴ糖、難消化性デキストリンなど!乳、乳製品など

二仁シリト-)レ、茶ポリフェノ-)レ|
|ガムなどなど { 

食用調理油なと

-あくまでも¥健康づくりの中心は毎日の食事や運動など生活環境を整えること。『トクホ』は
食べれば食べるほど健康|ごなるとういうものではないので、摂取の目安量や注意事項などの表
示をよく読み¥個人の食生活・健康状態に合わせて利用するようにしましょうO

-10 



且晶掘簡輸入静
~年金融、講求し裁いと

論

えません。~

事

それぞれの年金は、受けられる資格が藷生しても本人が請求し設ければ支給されません。年金

を受ける資格が発生したら忘れずに請求しましょう。

年金を請求するには、裁定請求書を提出するほかに請求書に添えなければならない書類があり

ます。詳しいことは、それぞれの提出先にお問い合わせください。

裁定請求書の提出先は、次のとおりです。

老齢基礎年金国老齢厚生年金 a退職共済年金を請求する場合

Eずっと圏畏年金だけの方〕
大第 1号被保険者期間のみの場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓日

大第3号被保険者期間のある場合

住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

〔ずっと公務員等(共済組合制度加入)の方〕
大単一共済組合期間のみの場合

加入していた共済組合の担当窓口

大複数の共済組合に加入した場合

老齢基礎年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

E権数の年金制度に加入していた方] (だだし、該当する制度について)
女年金を請求する段階で最後に加入していた制度ガ国民年金の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

大年金を請求する段階で最後に加入していた制度ガ厚生年金保険の場合

老齢基礎・厚生年金は、最後に勤めていた事業所(船員にあっては船舶所有者)を

管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

大年金を請求する段階で最後に加入していた制度ガ共済組合制度の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

障害基礎年金圃障害摩生年金園障害共済年金園
遺族基礎年金園遺族摩生年金園遺族共済年金を請求する場合

障害の原因となった病気・けがの初診日、または死亡日が…

大国民年金加入中の場合

①第 1号被保険者期間のみの場合 ②第3号被保険者期間のある場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口 住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

古厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段階で勤めていた事業所(船員にあっては船舶所有者)を管轄する社会保険

事務所の窓口

大共済組合制度加入中の場合 それぞれの共済組合の担当窓口

11 



主主

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

本
校
は
、
八
王
校
児
童
二
十
七
入
国
教

職
員
九
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
朝
の
奉
仕
活
動
か
ら
始
ま
り
、

授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
休
み
時
間

の
活
動
・
放
課
後
の
活
動
に
至
る
ま
で
、

全
校
児
童
が
一
丸
と
な
っ
て
何
事
に
も

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

主
題
「
自
ら
学
ぴ
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
児
童
の
育
成
」
か
ら
、
今
年
度
は
、

「
伝
え
合
う
能
力
の
育
成
」
に
力
を
注

い
で
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

。
相
手
に
分
か
り
ゃ
す
く
伝
え
る
で
は
、

課
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
明
ら

か
に
し
、
互
い
の
考
え
を
発
表
し
合

い
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
表
現
の
お

も
し
ろ
さ
に
ふ
れ
る
授
業
の
展
開
を

6年生[組写真を使ってお話を
作ろう]より

ヨ

実
践
し
て
い
ま
す
。

O
自
分
の
考
え
と
相

手
の
考
え
の
共
通
点
・

相
違
点
を
明
ら
か
に

す
る
で
は
、
毎
U
の

ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ム
の

充
実
を
図
り
聞
く
だ

け
で
な
く
、
相
手
の
話
を
受
け
入
れ
、

自
分
の
体
験
や
考
え
と
比
べ
な
が
ら

感
想
の
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

普
段
白
分
が
使
わ
な
い
言
葉
を
探
す

(
ひ
か
る
言
葉
)
こ
と
で
語
義
が
豊

か
に
な
り
、
表
現
す
る
楽
し
さ
が
分

か
り
か
け
て
き
ま
し
た
。

。
互
い
の
考
え
を
発
表
し
な
が
ら
交
流

を
涼
め
る
で
は
、
六
年
生
か
ら
順
に

発
表
集
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

品
開
し
ハ
年
性
は
、
作
文
(
修
学
旅
行
の
報

告
)
発
表
。

品
開
五
年
生
は
、
白

分
の
好
き
な
詩
を

選
ぴ
、
画
用
紙
に

書
い
て
朗
読
。

品
質
三
園
四
年
生
は
、

自
作
の
詩
と
挿
絵

を
画
用
紙
に
書
い

て
発
表
。

品
開
二
年
生
は
、

分
の
好
き
な
詩
を
選
ぴ
、
画
用
紙
に
書

い
て
朗
読
。

女
一
年
生
は
、
「
く
じ
ら
ぐ
も
」
の
朗

読
と
動
作
化
を
取
り
入
れ
た
発
表
。

毎
月
、
学
年
に
応
じ
た
発
表
集
会
を

も
つ
こ
と
で
、
児
童
た
ち
は
発
表
に
対

す
る
心
構
え
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
話
し
手
と
聞
き
手
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一
体
と
な
っ

て
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動
す
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姿
勢
も
現
れ
、
相
手
を
認

め
る
発
言
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。

話
す
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る
児
童
た
ち

で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て

さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

教
師
軍
団
も
支
援
の
あ
り
方
を
し
っ
か

り
研
究
し
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

白

関
内
畜
楽
会
に
向
け
て

封
書
語
調
重
量
音
楽
、
主
任
を
中

一
一
一
一
一
一
♂
蕗
縄
開
崎
四
四
、
心
に
全
校
児
童
が

し
「
懇
議
離
一
丸
と
な
っ
て
、

鱗
欄
機
関
類
鱗
麟
趨
沖
縄
音
楽
に
挑
戦

騒
機
J
J
h
r灯
し
て
い
ま
す
。

ー議
離
議
議
バ
制
約
初
め
の
う
ち
は

議
正
治
対
抗
が
一
一
消
極
的
だ
っ
た
児

童
た
ち
も
、
今
で
は
十
分
間
の
休
み
時

間
も
惜
し
ん
で
練
習
に
没
頭
し
て
い
ま

す
。
学
年
差
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ま
さ
れ

な
が
ら
も
、
放
課
後
遅
く
ま
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
本
番
、
う
ま
く
演
奏
で
き

る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
・
-
園
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~~~る ~宮ちゅ阜醤六舎の
力者決議りまし

白滝商工観光連盟主催の「白滝もみじまつり写牛大会jが行なわれ、白滝・柴小学校児

童69人からJJじ募がありました。 llH5f1に白

~t~公民館で、審査会が行なわれ、次の23点が入

賞しました。(敬称略)
v恒若宮
巨ヨ
v 、

役 堀端梨央(白滝小 1年)・矢野美菜子(白

縁 滝小 2年) .高石歩花(白i竜小 3年) ・白

石優太(白滝小4年) ・徳EU柚衣(白滝小

5年) 巳徳山耕太郎(白滝小6年) 23点の入選作品を選んだ審査会

。銀賞

奥山楓希人(白滝小 1年) ・点本直哉(白滝小2年) ・別富凍(白滝小 3年) ・児玉梨

香子(白滝小4年) • f嬰田智子(白滝小5年) ・鎌田愛美(白滝小6年)

す @銅賞

ぎ

事

大野奈津美(柴小 111'-) 。清水知歩(白滝小 1{I'，) . !j前由香荷(白滝小 211'， ) ・児玉

亮太(白油小2年) • U山恭子(白滝小 3年) 。上凶 葵(白滝小 3年) 園川久保宏洋

(白滝小4ij'.) .池田刷平(白滝小5年) .細川佳代(白滝小5年) ・尾上大海~ (白滝小

6年) 。高石奈歩(白滝小6年)

養 手鈴

「ーで三了一一一一一一一一一一一一一-一日←ヶzi;定一一一一一「

lくをリ-D紅っ亡ド号暴動呼局留G立と
!掴.，_，-調由司曹関繍関商噛臨畿圏
霊韓議墨型:I!II温覇軍且醐嵐量量E議u麓習翼賛謹ヨ三璽麗麗聾璽 ません。

今、住民の皆さんのもっとも関心が高い市 その中で、町民に「安全jな水を「豊富」

町村合併問題については 平成15年1月に法 に供給するためには、さまざまな調整が必要

定合併協議会が設立され、さまざまな分科会 となります。|ド町ゐ村間における水道施設の優 l
を設けて業務ごとに問題点の洗い出しをして、 劣、料金体系の相違、漏水などのトラブル対

合併に向けての調整を行っています。 応のん?土などです。

ところで、合併すれば水辺がどうなるのか、 長浜町では、現在の問題だけでなく将来の

毎日の生活と密接な関係があるだけに関心の 水需要を見据え、合併によってこれまでのサー

高いところだと思われます。 ピスが低下しないよう水道利用者のニーズを

合併による市町村規模の拡大は、行政サー 的確に把握して、介併のメリットを最大限に

ピスの拡充が大きな目的であり、合前ーによっ 活用して解消していくとともに、「安全」だ

て中心部だけが発展するのではなく、それぞ けでなく「おいしい水」の供給を目指したい

れの町村が自立して、地域間競争に打ち勝て と考えています。

|る生き生きとした地域を構築しなければなり

L一一一.._-.._-.._-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J
13 



地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を

ー
生
活
文
化
祭
i

十
月
一
一
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
り
今

日
間
、
ふ
れ
あ
い
会
館
を
中
心
に
、
第

三
十
団
長
浜
町
生
話
文
化
祭
(
同
実
行

委
員
会
主
催
一
一
が
開
催
さ
れ
た
。

展
示
会
場
で
は
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
作
品
の
ほ
か
、
園
児
や
児
一
主
・

生
徒
の

1
作
や
絵
画
・
書
一
庄
な
ど
も
展

示
き
れ
、
鉱
賞
者
の
視
線
を
引
き
り
巾

て
い
た
。
二
十
六
日
に
は
、
赤
橋
通
り
商
市
街

を
中
心
に
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

イ
ベ
、
〆
ト
広
場
で
は
、
小
学
牛
に
よ
る

豊
年
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
や
ち
ん
ど

ん
屈
も
練
り
歩
き
、
さ
わ
ヤ
か
な
秋
空

の
も
と
、
心
不
場
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
た
。

L 

か
ら
も
お
幸
世

ー
金
婚
祝
賀
式

1

バザー会場に華を添えたちんどん屋の一行

十
↑
月
十
二
一
白
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
、
平
成
十
五
年
山
令
婿
祝
賀
式
が

悶
保
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
十
八
組
の
結
婚
五
十
午

を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
が
出
席
、
町
長
の

あ
い
さ
つ
の
佐
、
記
念
品
が
問
ら
れ
祝

吟
が
披
露

5
れ
た
。

記
念
写
具
撮
影
後
の
祝
宴
で
は
、
長

浜
保
育
所
園
児
に
よ
る
お
祝
い
の
こ
と

は
や
踊
り
の
ほ
か
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
楽

L
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
と
と
も
に
、

共
に
歩
ん
で
き
た
一
八
卜
年
を
振
り
返
っ

て
い
た
。

生
命
苦
楽
を

ー
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ー

記念品を受け取る金婚者代表

十
一
月
十
四
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
出
卜
七
回
長
浜
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

タ
紗
子
と
浄
子
の
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン

サ
ー
ト
と
題

L
て
行
わ
れ
た
今
回
は
、

欣
を
寺
島
タ
秒
F

十
さ
ん
が
、
ピ
ア
ノ
を

竹
村
浄
子
さ
ん
が
演
奏
し
、
長
浜
小
学

校
の
コ
ー
ラ
ス
部
も
出
演
し
た
。

シ
ョ
パ
ン
の
子
犬
の
ワ
ル
ツ
な
ど
の

ピ
ア
ノ
誌
が
ん
の
ほ
か
、
里
の
枚
、
冬
景

色
な
ど
の
日
本
の
同
不
を
引
い
た
歌
も

数
多
く
披
返
さ
れ
、
米
場
者
ら
は
プ
ロ

の
歓
声
に
心
地
よ
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

醐一、一

地
域
が

つ
に

ー
豊
茂
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

1

なじみの曲も数多く披露されたふれあいコンサ 卜

十
一
月
十
六
日
、
豊
茂
小
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
恒
例
の
曲
一
旦
茂
ふ
ふ
さ
と

ま
つ
り

(
H定
行
委
員
会
主
催
)
が
開

催
さ
れ
た
c

今
年
で
十
七
回
出
目
を
迎
え

た
今
回
は
、
地
元
小
学
生
に
よ
る
一
輪

半
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
郷
土
芸
能
が
披
露

ぎ
れ
た
。

ま
た
、
新
鮮
な
野
菜
が
並
ん
ど
ふ
る

さ
と
市
や
餅
つ
き
の
実
演
販
売
の
ほ
か
、

利
き
酒
大
会
や
さ
つ
ま
い
も
の
章
量
当

て
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

ステ ジではいろいろなショーか、披露された

直
||54 
皇日記

担

庭
の
木
に
見
事
に
実
っ
た
赤
い
柿

五

年

池

田

周

あ
か
ね
色
夕
焼
け
空
に
赤
と
ん
ぼ

五

年

行

山

祥

子

知
ら
ぬ
間
に
真
っ
赤
に
そ
ま
る
も
み
じ

た

ち

五

年

上

田

真

子

あ
ら
し
す
ぎ
秋
晴
れ
空
で
真
っ
青
だ

五

年

柿

見

涼

秋
の
夜
長
今
年
の
私
は
読
書
京
だ

五

年

棲

田

智

子

夜
ふ
け
に
も
お
だ
ん
ご
な
ら
べ
て
川
祭

り

一

九

年

徳

田

柏

衣

散
歩
行
き
滝
の
ま
わ
り
は
赤
一
色

五

年

細

川

佳

代

H
白
滝
俳
句
会
H

習
粧
の
拳
突
き
上
げ
秋
高
し

開
成
守
の
ぼ
る

挟
風
が
す
う
と
私
の
年
数
ふ

一

宮

菊

枝

御
輿
蔵
修
復
成
り
し
神
無
月

平

井

松

子

逃
さ
じ
と
蛸
っ
と
掴
む
魚
売
女

上

田

孝

子

い
い
こ
と
の
あ
り
そ
う
川
露
急
ぎ
を
り

清

水

禎

子

石
垣
の
朝
日
に
映
え
る
蔦
紅
葉

久

保

裡

子

満
ち
潮
の
川
而
平
ら
や
樽
も
み
じ

都

築

い

ち

子

ほ
つ
ほ
っ
と
舌
で
ま
さ
ぐ
る
栗
の
飯

谷

本

善

11 

平



開
園
開
定
市
さ
ん
縛
緩
褒
章
受
章

こ
の
た
び
、
長
浜
の
明
関
定
市
さ
ん
(
八
O
)
は
、
、
水
作
に
わ
た
り

J
R
伊
予

μ浜
駅
前
・
同
辺
り
環
坑
美
化
出
勤
に
貢
献
さ
れ
、
自
ら
准
一

ん
で
社
会
奉
仕
活
動
を
行
っ
た
功
績
に
よ
り
、
一
袋
音
十
を
受
平
戸
一
れ

ま
し
た
。
今
回

の
褒
章
改
、

J

R
関
係
で
は
全

国
で
主
人
、
川

同
で
は
明
聞
き

ん
一
人
り
え
章

と
な
り
ま
1
いた。

緑頼褒章を受章された
日月間定市さん

一

Jγ)将
)

れ

字

国

が

霊

口

問

に

よ

か

っ

た

の

で

一

弘

一

時

計

寛

人

と

名

付

け

ま

し

た

o

開
引
い
九
い
W

勾

旧

い

つ

ま

で

も

笑

顔

の

似

合

う

優

一

一

川

誠

ん

叩

し

い

男

の

子

で

あ

っ

て

欲

し

い

で

一

一

場

活
j

伊

何

寸

。

一

一

器

官

ち

昨

(

父

H
信
五
μ
さ
ん

圃
…
い
川
町
戸
尚
一
?
成

一

円

ぷ

ん

と

へ

円

1

1

1

1

i

母

!

?

え

さ

ん

)

一

一
…
で
九
一
弘

4

ソ
パ
麟
鶴

J
j
つ

に

…

一

一
治
的
寛
鑓
輯

7
1
1
一

」

守

戸

い

い

輔

朝

轍

伸

縮

ψγ

バ

恥

恒

国

一

l

a

一
緑
地
開
欝

引

量

抑

鞠

川

川

線

総

J¥Aぶ
縄
叩
叩

一
場
菊
賞
品
γ

一
松
岡
寛
一
さ
ん

1
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

1

卜
月
一
一
十
一
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
十
五
竿
度
統
計
の
日
記

ふ
式
典
の
席
上
、
櫛
生
の
松
岡
寛
一
さ
ん
は
、
果
樹
基
準
筆
調
主
農
家
と

し
て
、
二
一
十
年
余
り
の
水
き
に
わ
た
り
、
曲
辰
休
ル
ホ
産
統
計
調
査
に
対
し
地

域
の
情
報
を
提
供

U

さ
れ
た
功
給
に
よ

り
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
を
乏
け
ら

れ
ま
し
た
。

農林水産大臣感謝状を
受けられた松岡寛ーさん

問
問
在
貫
さ
ん
、
b

J11J

県
優
良
公
民
館
職
員
・

永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
1

J
l
月
二
十
一
円
、
四

条
市
で
同
催
さ
れ
た
愛

媛
県
公
民
館
問
先
大
会

心
席
上
、
永
年
に
わ
た

り
公
以
館
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
次
の
方
々
が
、

優
良
公
民
館
職
員
・
永

年
勤
続
公
民
館
辿
営
審

議
会
委
員
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
、
感
訓
状

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

〔
愛
媛
県
公
民
暗
連
合
会
長
表
彰
]

O
優
良
公
使
館
職
員

同
花
育
二
柴
公
叫
ん
飴
長
J

三
秋
雅
義
(
柴
公
民
館
、
玉
事
)

井
仁
邦
敏
(
長
浜
公
民
館
皇
、
日
分
館
長
~

〔
県
公
民
館
連
合
会
長
感
謝
状
〕

ペ
リ
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

垣
見
芳
彦
(
出
海
公
民
館
)

西
日
辛

f
(柴
公
民
館
)

宮
井
清
一
脊
(
青
島
公
民
館
)

宇
都
宮
富
山
美
子
さ
ん
1
県
知
事
表
彰

1

十
月
二
十
三
日
、
松
山
布
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
一
回
愛
媛
県
社
会
福

祉
大
会
の
席
上
、
豊
茂
め
宇
都
宮
恵
美
子
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
奉
仕
者
と

し
て
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
県

知
事
支
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の

走
り
高
跳
び
で
優
勝
な
ど

ー
郡
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

1

ト
月
十
七
日
、
内
子
選
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
植
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子

一
六
十
山
ハ
ー
ド
ル
}
②
井
上
陸
(
長
浜
)
川
抄
1

一
走
り
高
跳
び
}
①
大
山
貴
之
(
豊
茂
)
1
m
却

一
四
百

m
リ
レ

l
}
②
長
浜
(
熊
昨
・
L
L

田
・
小
西
・
井
上
)
印
秒
7

女

子

{
走
り
し
帥
跳
ぴ
}
③
宇
都
自
殺
一
一
大
和
)
1
m
口

一
ソ
フ
ト
が

1
ル
投
げ
}
②
宇
都
宮
美
帆
(
呈
茂
」

み
(
櫛
生
)
4
m
ロ

郡
内
小
学
比
陸
上
競

u
m
m山
⑤
増
田
あ
ゆ

菊
地
竜
二
さ
ん

l
ス
ポ
レ
ク
県
大
会
準
優
勝

i

十
一
月
九
日
、
県
総
台
運
動
公
園
補
助
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

i
、
ン
ヨ
ン
祭
二

O
O
三
の
剣
道
男
子
個
人
で
菊
地
竜
二

さ
ん
(
下
須
戒
・
大
和
剣
道
会
所
属
)
が
見
事
準
優
勝
を
収
め
ら
れ
ま
し

た〕
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2003 12月15日，....， 2004 1月14日

可‘bしめJ汐~，;〆ダー
日 曜日 行 事名 場 所 時間

12/16 火 不用犬・ 不用ねこ回収日 長浜町火葬湯前 9:00~10:30 

17 水 びん ・缶収集日

19 金
有害コミ収集臼

離乳食講習 保健センター 1 0 :00~ 12:30 

24 水
ベッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

26 金 粗大ごみ収集日

1/6 火 不用犬・ 不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9 :00~ 10:30 

7 水 びん・ 缶収集日

9 ノ1ヘz 燃やさないごみ収集日

14 水
ベッ トボトル・ 発泡スチ

ロール収集日

2003年も12月。11月までの回想にふける時、色々 なことが頭の中を

かけめぐる。人の一生は喜怒哀楽の中で生きる動物である。それにし

ても l年は早かった。光陰矢の如し。あれもしたい、これもしたいと

思った半分も実行できなかった。l年最後の月で「師走」という。町
Itんそう

は歳末とあって、あわただしさに喧騒をきわめる。一説によると、師

は伊勢の下級神職で、歳末に伊勢神宮のお札を全国に配り歩いたこと

から出た言葉だという説もある。

立冬の45日後の12月22日が冬至で、昼間が最も短い日である。この

日を境に日が長くなることから 「一陽来復」という。また寒気はこの

ころから厳しくなる。冬至の日に、南瓜、粥、こんにゃくを食べる習

慣がある。冬至を過ぎると、太陽は南回帰線を離れ、北に移動し始め、

春分には赤道の真上から南半球を平等に照らし、さらに北上して夏至

には北回帰続の上にあって、北半球を強〈照らす。太陽はここから南

に回帰して秋分に赤道の真上を通り、さらに南回帰線の真上にきて冬

至となり一太陽年を完結する。新しい太陽の誕生日「一陽来復jを祝

う冬至祭は、古くから各民族間にあったもの。日本のRVF至祭は、
陰暦11月下弦の日の大師講である。冬至風呂・柚子湯は棋の名残。冬

至粥は大師粥と結びつく。

太陽の変化から考えると、冬至は冬の真中にあたり、その後太陽は

春へのコースを歩み始め、日脚も伸び始める。しかし厳寒は冬至を過

ぎl月下旬の大寒のころ、そこで「冬至冬なか冬はじめjといわれる。

冬至も終わると、 l年も10日足らず。墓参り、餅揖き、正月の飾り

つけ、室内外の大掃除、神棚、仏壇の浄め拭きと時聞はいくらあって

も足りない。何はともあれ、 1年間家族そろって健康で、家庭生活や

社会生活に参加できたことを満足し、来る2004年の猿年も家庭生活が

楽しく送れますようにと心から祈らずにはおれない。

今月のトップは上満耕士さん ・

順子さんのカップル

噂P
と=--

tÆ~ 凋':\ .

主旨

戸iJT

叩
月
届
出
分

-悦
称
附

主

氏

}¥_白
中香
浜滝
市

豊

茂
兵
庫
県

藤上
長満

佐
々
木

登
松

@ 

耕
士
順
子

直
子健

住 10お
所昌 誕
国 生

三分雪
氏自主 or...J
名札 でt
刊行 と

フ

長
浜

ぷL， 
坊

須
沢

長
浜

ノト
) 11 
i刻
上

大
木

上
回

彩事七2真え祐す
華か海み大た真ま

良月号 保
護
者
名

お
〈
や
み

叩
月
届
出
分

(敬
称
時
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

名

長白青出長長下黒沖今櫛長戒
浜滝島海浜浜須田浦坊生浜 川

F皮

英
世

健t享手口
彦

横木増坂 宇 大矢中中中玉漬松
田村田本都橋野上 居 伊井田田

呂

福
美
長
太
郎

和
成
繁
樹
千
里
芳
則
正
興
武
俊
ト
ク
ヱ

末
男
友
十
郎

勝
型
定
雄

(八
九
)

(七
九
)

(一
一一一)

(八
六
)

(八

二

(八
三
)

(
八
四
)

(八
二
)

(九
O
)

(七
八
)

(八
九
)

(八
O
)

(六
九
)

人口・世帯数のうごき

10月末現在 前月との比較

9，293人 17入滅
人 口 (男 4，385人) (男12人減)

女 4，908人 女 5人減

世帯数 3，585世帯 2世帯減
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